
 

渥美図書館講座「歴史・文学探訪」 

「ごんぎつね」の作者が見た、豊川用水通水前の渥美半島 

～ 新美南吉の伊良湖岬来訪 80 年を記念して ～ 

平成30年11月25日（日）午後１時～２時 

田原市渥美文化会館大会議室 （農村環境改善センター２階） 

 

講     師： 「三河の南吉 80 年プロジェクト」主宰・鈴木真喜生 

 定     員 ： 40 名（先着順） 

 参 加 費： 無料 

 持 ち 物： 筆記用具 

 申 し 込 み： 10 月 16 日（火）午前 10 時から 

        田原市図書館全館へ直接または電話にて 

 問い合わせ ： 渥美図書館へ直接または電話 0531-33-1114 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 新美南吉（新美南吉記念館提供） 

 

＜内 容＞ 

愛知県の誇る童話作家・新美南吉と渥美

半島との知られざる接点を探ります。 

80年前の渥美半島で南吉は、何を見た？ 

杉浦明平さんとの関係は？ 

 

講師の鈴木氏は、東日新聞や今年３月発行の

『新美南吉記念館研究紀要』に論考が掲載される

など、東三河地域と新美南吉の関係についての発

表を続けています。 
 

この講座は、同日、午後２時 30 分から渥美

文化会館文化ホールで行われる、音で聞く新

美南吉「赤い蠟燭(ろうそく)」と連携した企画

です。 

田原市出身のソプラノ歌手・山内房子さん

の素敵な歌声も、是非、お楽しみください。 

コンサートで歌われる新美南吉の世界を、

この講座を通じて、より身近に感じていただ

けるのなら幸いです。コンサートは入場無料

ですが、整理券が必要です。コンサートのお

問合せは、田原市渥美文化会館（農村環境改

善センター）0531-33-1125 まで。 

 

1938年11月23日に 

新美南吉は伊良湖岬を訪れました 

 

 左右の２句は、渥美半島を詠んだ南吉の自筆による1938年作の俳句です（新美南吉記念館提供） 


